
株式会社　ディバータ　



2 

本日の流れ

概要

設計思想に関して

RCMSの特長

機能説明

デモ
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概要

概要
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Relational (関連性) 

+

 CMS(コンテンツを管理する仕組み） 

概要
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概要
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概要
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概要

コンテンツを管理・活用するCMS
(※コンテンツをメタデータとして扱う)

長所 短所

情報設計がされたサイト
が構築しやすい
サイトの成長に無理なく
対応できる

サイト全体をCMSに乗せ
る必要がある
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設計思想に関して

設計思想に関して
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設計思想に関して

2000年からCMSで稼動

月間300万PVを誇る

7月にYoutube連携機能を

使って、公式チャンネルを開設

予定

元々、早稲田大学ラグビー部の公式サイトのシステム
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設計思想に関して

HPが部の活性化に効果大 学生の更新のやる気がでる

ついでに予算もつくサイトが充実

いい循環



設計思想に関して

WEBで情報を発信するということの凄さに気づく

1つのシステムで複数のサイトを運営できる仕様に変更していく

→SaaS版を最初から提供することになるきっかけ

他のチームにも使ってもらいたい！

11 
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設計思想に関して

2005年頃：XHTMLとの出会い

XHTML+CSS=コンテンツとデザインの分離

コンテンツとデザインを切り離すことで

「誰でも」「どんなWEBサイトでも」

運営ができるシステムが作れると確信

RCMSは「誰でも」「どんなWEBサイトでも」作れるが設計思想
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設計思想に関して

誰でも＝WEBのことがわからない企業のWeb担当者

Web担当者=発信したい情報に関しては精通している

情報入力と情報設計を混在させない
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設計思想に関して

情報入力画面は必要なところ以外は、

WYSIWYGエディタを使わない

なるべく、項目ごとにデータを格納

メタデータでコンテンツを保存
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設計思想に関して

会社概要入力画面



設計思想に関して

事前に項目を用意するのには限界がある

例えば、ラグビーの試合情報のページに

画像も添付したい

試合レポートも書きたい

動画もアップしたい

試合会場の地図を表示したい

など、要望は千差万別！

「ページ」でWEBサイトの表現を考えない



設計思想に関して

ページの中のコンテンツは細分化できる

画像、人、場所、日時、日記、商品など

WEBで伝えたいコンテンツは細分化すると

200種類くらい

関連性＋コンテンツ＝無限の情報



設計思想に関して

ページの細分化



設計思想に関して

関連付け



設計思想に関して

コンテンツをどう配置するか

そのコンテンツをどう表現するか

IA（Information Architecture）

＋

＝



設計思想に関して

まとめ
 SaaS版を最初から提供

 「誰でも」、「どんなWEBサイトでも」作れる

 情報入力と情報設計を混在させない

 メタデータでコンテンツを保存

 「ページ」でWEBサイトの表現を考えない

 関連性＋コンテンツ＝無限の情報

 IA（Information Architecture）
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RCMSの特長

RCMSの特長
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RCMSの特長
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RCMSの特長

プログラミング不要
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RCMSの特長

サイト内の情報を柔軟に整理



26 

RCMSの特長

インストール不要

すぐに使える
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RCMSの特長

更新の負担を軽減　簡単な更新は2ステップで
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RCMSの特長

こんなサイトが簡単に作れます
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機能説明

機能説明
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100種類以上の機能

必要な機能はほとんどあると言っても過言ではありません。

全てスクラッチ、自社開発

機能毎の連携なども充実

常に最新版を提供

機能説明



31 

機能説明
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SaaS（ASP)と、サーバインストール（パッケージとして）の提供

SaaS提供での利点

最新版を使うことができる

コストを抑えることができる

カスタマイズも自由にできる

すぐに使うことができる

開発スピードが速い

機能説明
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機能説明

Googleサイトマップは6種類
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通常のサイトマップ・・・ページなどを検索エンジンに通知

ニュースサイトマップ・・・3日以内のニュースをGoogleニュースに通知

動画サイトマップ・・・動画をGoogleビデオインデックスに通知

ソースコード検索サイトマップ・・・Googleソースコード検索に通知

地理情報サイトマップ・・・Google EarthやGoogleマップに通知

モバイルサイトマップ・・・モバイルコンテンツを通知

機能説明

RCM Sは既に対応
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機能説明

表のサイトから更新
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簡易管理画面

必要なもの以外表示させない

管理画面もユーザー毎に設定

可能

機能説明
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70種類以上の公式デザインテンプレート

CSSは自由に設定可能

（ページ毎、モジュール毎、ブログ毎などきめ細かな設定も可能）

１段組、2段組、3段組やリキッドデザインなども自動で設定可能

機能説明
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コンテンツをモバイル向けに再構築して、

モバイルに最適化して表示可能

画像自動変換、絵文字にも対応

機能説明

モバイル対応
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機能説明
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W3Cに基づいたHTMLを出力（PCサイトはHTML 4.01 Transitional、携帯サイトはXHTML Mobile 

Profile）

TITLEタグ、Descriptionタグ、キーワードタグの自動設定/手動設定

関連付けによる横リンクの充実

コンテンツを一回更新するだけで、様々なページが自動的に更新されるデータ管理型CMSの特性

サイトマップページの自動作成

パンくずリンクの自動作成

sitemap.xmｌを自動作成して、検索エンジンへping送信。

各検索エンジンでのターゲットキーワードの順位の監視機能。

用語辞典やブログなど更新できるコンテンツが多数あるので、ページ数が増えやすい。

RSSを自動的に吐き出す機能

機能説明

SEOにも強い
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多段式の承認ワークフローが何パターンでも設定可能

機能説明
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更新画面の下部にこのようにフローの進捗が表示

機能説明
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機能説明

わかりやすいフロー設定画面

何パターンでも

何段でも

何人でも

グループでの登録も可能

メール通知するしないの設定



44 

独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）の

2008年度中小企業経営革新ベンチャー支援事業

テーマ名「RCMSの多言語化および海外展開 」

機能説明

多言語サイト構築機能
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1500万PV/月以上の処理実績

2万ページ以上、3万人以上のメンバー登録も

SaaS提供の場合、100万PV/月まで月額費用のみ

サーバインストールプランの場合、1台のサーバで

200万PV/月でも余裕の動作

機能説明

性能・パフォーマンスに関して
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SQLインジェクションやクロスサイトスクリプティングなどに

対するセキュリティ対策は万全

国内の大手データセンタにサーバ設置

24時間365日監視

専用のファイヤーウォール

1日1回のバックアップ

機能説明

セキュリティ・保守
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機能説明

独自の開発モデル
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機能説明

事例
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SaaS提供プラン

初期費用：4万円

月額：1万円

サーバインストールプラン

初期ライセンス費用：120万円

年間サポート費用：25万円

機能説明
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RCMSはOEMでの提供も行っております

ご興味のある方はお気軽にお問合せください

機能説明

同じサイトをたくさん作るシステムの構築も簡単にできます
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デモ

デモ


